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□ 

東
北
文
教
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
最
新
の
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。 

ハワイ州立大学コミュニティカレッジの副
学長補佐が来学し、懇談会を行いました

徳明財経科技大学の
学生と交流しました

個人・団体での大学見学を
随時受付中

5月27日（土）スポーツ祭を開催しました

教員プロフィール／東北文教大学人間科学部 人間関係学科 准教授。早稲田大学教育学部卒業、同大学大学院教育学研究科博士後期課程 単位取得退学。専門分野
は発達心理学、教育心理学。研究課題に「幼児期・児童期の世界観についての研究」があり、担当する授業は「家庭支援の心理学」「子育て支援」「幼児と人間関係」等。

胎児から高齢者まで
人の心の “ 変化 ” を見る

齋藤／先生のご専門の一つである「発

達心理学」について教えてください。

永盛／人の心には思考・感情・対人関

係・性格などさまざまな側面があります。

発達心理学は胎児から高齢者まで、そ

のような人の心が加齢とともにどのように

変化し、なぜそのように変化していくの

かを調べる学問です。

齋藤／どのようなきっかけで「発達心理

学」を研究するようになったのですか。

永盛／高校生の頃から、「『人間』『人』っ

て何だろう。どうしてこんなにも多様なん

だろう」といったことに興味を持っていま

した。そうしたことから心理学を学べる

大学に進学。人を知ろうと思ったら、子

どもも大人も、おじいちゃんもおばあちゃ

んも人だし、そういった発想を広げる中

で、今の大人の姿だけを見ていても答

えは見つからない、子どもの頃からの変

化を辿っていくことで答えが見えてくるの

ではないかと思い、発達心理学をより詳

しく知ろうと思いました。

齋藤／学生により理解してもらうために

授業で工夫していることはありますか。

永盛／自分に関係のあることとして捉え

る、つまり当事者性を持てるように心が

けています。授業では漫画家さんご自

身の 3 人の子どもたちの面白いエピソー

ドを描いた、「子育て絵日記ブログ」を

取り上げ、学生同士がお互いに意見交

換できる時間をつくっています。できる

限り学生にイメージを具体化させて、取

り上げる対象が生身の人間なんだという

ことを工夫して伝えていきたいです。

過去、現在、未来
物事は常に変化していくもの

齋藤／「発達心理学」の魅力や面白さ

はどんなところにありますか。

永盛／例えば５歳の子と、小学２年生、

小学４年生に同じ質問をするとそれぞ

れ違った答え方をするのですが、同じ

年齢同士では共通の答え方をする傾向

に。全く文化も時代も言語も違う子ども

たちが、同年齢で同じ反応を示すので、

あらかじめそういった予想は立てつつも

「やっぱりそう答えるのか！」とその場面

に出会ったときの研究の面白さがありま

すね。将来、学校の先生や保育者を目

指す学生にとっては、子どもの発達を支

え促していく専門家として発達心理学は

必要不可決。また、そうでない学生にとっ

ては、人や対人関係を含めて、物事を

“変化”という視点から見られるように

なることは強みになります。たとえ何か

問題が生じていても、ずっとそのままと

いうわけではありません。過去からのプ

ロセスを経てその状態になったものです

し、その後の未来も変化し続けていくも

の。そうした俯瞰的に捉えられる力を得

ることが一つの武器になると思います。
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　6月14日（水）に、ハワイ州立大学コミュニティカレッ
ジのナカガワ副学長補佐が来学しました。須賀一好学長、
山口常夫国際センター長、阿部裕美人間関係学科副学
科長の他関係教職員との懇談を行い、今後も継続して期
待される本学との国際交流や短期語学研修プログラムな
どについて意見交換しました。
　本学では、国際交流をとおしてのグローバル教育に力
を入れて取り組んでいます。学生が多国籍の人と触れ合
い、異文化を知り新しい価値観を育む体験ができるよう、
サポートしています。

　8月28日（月）～31日（木）の3泊４日で、徳明財経科
技大学の学生6 名と先生 1名が来県し、人間関係学科「プ
ロジェクトツアーA」履修者の 9名と交流しました。
　１日目は南陽市でのぶどう狩り、大学での芋煮とつや姫
のおにぎり作りなど山形特産の味を満喫。本学の学生から
山形の伝統文化や観光スポット、文教大の歴史や特色も紹
介しました。２日目は文翔館・霞城公園を見学後、蔵王に向
かいどっこ沼周辺を散策しました。
　交流活動をとおして、日本と台湾の学生の日常や、互いの
文化の共通点・相違点などを知ることができ大変刺激的な
時間となりました。

　スポーツ祭実行委員が運営・進行を担当し、ピザ駅伝・
ソフトバレー・バスケの 3種目を行いました。
　スポーツ祭当日は天気が良く、「ピザ駅伝」では強い
日差しの下、熱いピザを持ち走る姿がとても輝いて見えま
した。体育館競技も外の暑さに負けない白熱した戦いを
見せ、学科・クラス・学年の壁を越えて、全員で楽しむ
ことができたと思います。各競技で、他学科・他クラス
の応援をする姿が見受けられ、文教生の人柄の良さ、全
体としてのまとまりを感じることができました。
　久しぶりの開催で、皆が爆発したかのように盛り上がり、
笑顔の絶えないスポーツ祭になりました。

　本学では、オープンキャンパス以外の日でも、個人・団体
（学年やクラス単位でも可）での大学見学を随時受け付
けています。見学の内容は学科説明・模擬授業・キャンパ
スツアー・学食体験など、ご希望に応じて実施いたします。
5月～7月で、6つの中学校、7つの高等学校のみなさんが
見学に来てくれました。また、「東北文教大学の雰囲気を
自分の目で確かめたい」という受験生や保護者の皆さん
も、ぜひ大学見学へお越しください。詳しくは入試広報セ
ンターまで、お気軽にご相談ください。
【入試広報センター】
TEL：023-688-2296／E-mail：GO@t-bunkyo.ac.jp
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教
員
を
目
指
す
き
っ
か
け
は
、中
学
時
代
、友
達
に
英
語
の
文

法
を
教
え
た
際
、「
わ
か
り
や
す
い
、面
白
い
！
」と
い
う
反
応
に

教
え
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
か
ら
。そ
れ
か
ら
、高
校
生
の
と
き
野

球
の
大
会
に
挑
む
私
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
た
、小
学
校
時

代
の
恩
師
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　

教
員
１
年
目
は
５
年
生
を
担
当
。授
業
づ
く
り
や
体
育
主
任

と
し
て
の
仕
事
、高
学
年
の
児
童
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、毎
日
が

失
敗
の
日
々
。そ
れ
で
も
当
時
の
指
導
担
当
だ
っ
た
教
頭
先
生
は

「
自
分
で
や
ら
な
き
ゃ
気
づ
か
な
い
し
、力
が
つ
か
な
い
」と
。で

す
か
ら「
挑
戦
し
、失
敗
し
、指
導
を
い
た
だ
く
」の
繰
り
返
し
で

し
た
ね
。で
も
、そ
の
ご
指
導
が
今
に
生
き
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
転
機
は
受
け
持
っ
て
い
た
５
年
生
が
６
年
生
へ
進
級

し
て
か
ら
の
こ
と
。厳
し
さ
を
見
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
指
導

し
て
き
た
の
で
す
が
、学
級
が
上
手
く
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の

で
す
。そ
こ
で
、厳
し
く
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、「
先
生
も
一
緒

に
や
ろ
う
」と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
1
8
0
度
方
向
転
換
。子
ど
も

た
ち
が
本
音
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、学
級
と
し
て
も

ま
と
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、ど
ん
な
子
に
も「
君
の
こ
と
が
大
事

な
ん
だ
よ
」と
い
う
姿
勢
を
見
せ
続
け
る
こ
と
。こ
う
し
た
考
え

は
大
学
の
先
生
方
に
何
度
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

想
い
を
受
け
止
め
親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
。自
分
自

身
も
そ
う
い
っ
た
教
員
で
あ
り
た
い
で
す
。

　

今
の
目
標
は
、担
任
を
務
め
る
６
年
生
が
勉
強
や
行
事
で
一

つ
ひ
と
つ
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
、満
足
し
て
卒
業
す
る
こ
と
。

「
楽
し
か
っ
た
」と
言
っ
て
卒
業
し
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
嬉
し

い
で
す
し
、自
分
が
自
信
を
持
っ
て
い
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

卒
業
し
て
も
学
校
に
会
い
に
来
て
く
れ
た
り
、出
場
す
る
大
会

に
呼
ん
で
く
れ
た
り
し
て
、成
長
し
た
姿
を
教
え
子
た
ち
が
見

せ
て
く
れ
る
の
も
や
り
が
い
の
一
つ
。今
担
任
し
て
い
る
子
や
こ

れ
か
ら
出
会
う
子
ど
も
た
ち
と
も
、そ
ん
な
関
係
を
築
い
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

広報誌タイトル
「TO BE！」の由来

TO BEには「やがて～になる」の意味と「TOBE（飛べ）」という思いを込めました。
東北文教大学は「なりたい自分」を見つけ、未来に向かって羽ばたいていく皆さんを応援していきます。
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HISTORY 

プロフィール
1996 年 生まれ。山 形 県
立 寒河江高等学 校出身。
2019 年東北文教 大学子
ども教育学科卒業。同年
から村山市立大久保小学
校教 諭となり、現在 5 年
目。６年生を２回、卒 業
生として送り出した。

担
任
し
た
６
年
生
の
卒
業
式
で

は
誰
よ
り
も
先
に
号
泣

子
ど
も
が
本
音
を
出

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、ク
ラ
ス
が
成
長
す

る
き
っ
か
け
に


